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１．概要 

極点図の解析において方位の定量（ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％））も重要な解析手段である

が、報告例は少ない。本資料は実サンプルを例に手法の説明を行う。 

  解析手法は、正確なバックグランド測定を行い、バックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ補正を 

  行い、ＯＤＦ解析を行う。ＶＦ％の打ち切りは解析したＯＤＦから予めｒａｎｄｏｍ％を計算し、 

  VF%の残差（ｂａｃｋｇｒｏｕｄ）がｒａｎｄｏｍ％と一致したら終了 

 

  ＶＦ％の評価は 

 ＯＤＦ解析による再計算極点図の一致度Ｒｐ％評価 

 ＶＦ％より計算されたｒａｎｄｏｍ％の一致 

 極点図から計算したＯＤＦ図とＶＦ％で計算したＯＤＦ図の一致 

 により評価します。 

 

ｃｏｐｐｅrが１％（ＶＦ％＝１％）、他はｒｅａｎｄｏｍ 

 ＯＤＦ図表示の等高線部分 

    ｒａｎｄｏｍ＝９９％（一致しない事もあります） 

 ｒａｎｄｏｍｌｐｒｏｆｉｌｅで表示する（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの機能） 

   ｒａｎｄｏｍ＝９９％ 



２．解析に使用する極点データ 

 

 

バックグランドデータ検証 

  

  

  

 

  



３．極点処理 

 ３．１ バックグランドデータの修正を行う 

 本データの場合、ｄｅｆｏｃｕｓモードと相性が良い 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓモードは通常、極点図の中心付近データを一致致させるがバラツク場合変更する。 

  ８０－＞９０を一致 

  ８０－＞９０を一致 

  ６５－＞８０を一致 

  



３．２ ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

   

  

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３．３ 処理結果 

 

 

  

 ３．４ 予測Ｒｐ％ 

  

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正が不足するとこの部分が外側に向けて低下する。 

  上のデータは極点図の中心から外側に向け、ほぼフラット 

  判断基準の±１．５％以内であり、良いデータと判断される 

 

 



４． 各種ＯＤＦソフト向けデータ作成 

  

  

 Ｂ：バックグランド処理、Ｄ：ｄｅｆｏｃｕｓ処理、Ｓ：規格化、＿２：（α、β、Ｉ）データ 

  

 測定データホルダに各種ODF向けデータ作成 

 



５．ODF解析 

 ５．１ ＬａｂｏＴｅｘでｒａｎｄｏｍ％計算 

  

  

  

 Rp％は２．６％で基準内、ｒａｎｄｏｍ％＝１％、ほぼ含まれていないと考えます。 

 ＯＤＦの状態はβ－ｆｉｂｅｒであるがｃｏｐｐｅｒはシフトしている。 

 



 ５．２ ＭＴＥＸでｒａｎｄｏｍ％を求める 

   

  

  

 Ｒｐ％に乱れがあるが、ほぼ±１．５％ 

 ｒａｎｄｏｍ％＝２％ 

  

 



 ５．３ ｎｅｗＯＤＦ（WIMV）でｒａｎｄｏｍ％を求める 

  

  

  

  

 Ｒｐ％も基準内、ｒａｎｄｏｍ％＝０％ 

 



６． 基本的な方位 
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６．１ ＬａｂｏＴｅｘのＤａｔａＢａｓｅ管理 

 ＬａｂｏＴｅｘでは、方位のＤａｔａＢａｓｅの設定があり、ＶｏｌｕｍｅＦｒｃａｔｉｏｎを求める 

    場合、ＤａｔａＢａｓｅに登録されている方位が対象になります。 

 Ｕｓｅｒ別に管理されます。 

 １／４対称でＶＦ％を求める場合、複数登録されているＳ方位とＲ方位の削除を行います。 

  

  

 新しく、 

｛０１２｝＜１００＞Ｑ１，｛０１３｝＜０－３１＞、｛１１４｝＜－１－７２＞， 

｛４４１１｝＜－１１－１１８＞を追加 

必要により、方位を追加します。 

   

 



７．ＬａｂｏＴｅｘによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

７．１．１方位のズレ修正 

  

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ選択で可能性の高い方位順に表示される。 

 最大１０本であり、とりあえず、計算を行う 

 一度計算したら、確認のため、ＥｘｉｔＳｈｏｗ 

 S方位とｃｏｐｐｅｒ方位はズレ易い 

ｃｏｐｐｅｒ 

  

  

  



 Ｃｏｐｐｅｒ方位  

  

 修正方位 

  

 ＤａｔａＢａｓｅに｛２２５｝＜－５－５４＞追加 

 この値は｛４４１１｝＜－１１－１１８＞Ｔａｙｌｏｒと 

｛１１２｝＜―１－１１＞ｃｏｐｐｅｒの間である 

 



７．１．２ 再度ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

Ｅｒｒｏｒが安定し、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄが予め計算したｒａｎｄｏｍ％になったら終了 

 

 

VF%から作成される極点図、ＯＤＦ図をＥＸｐｏｒｔし、Ｒｐ％，ｒａｎｄｏｍ％の確認 

 



７．１．３ Ｒｐ％確認 

   

７．１．４ ｒａｎｄｏｍ％の確認 

  

 Ｒｐ％は基準内、ｒａｎｄｏｍ％＝０％で問題ありません。 



７．１．５ 解析されたＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

 

 

 


